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今
年
の
一
月
に
国
際
電
気
通
信
連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
の
局
長
に
尾
上
誠
蔵
氏
の
就
任
が
慶
事
だ
と
伝
え
た
。

最
近
の
学
会
誌
に
尾
上
氏
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
携
帯
電
話
に
関
す
る
こ
と
だ
が
、
今
は
ス
マ
ホ

の
方
が
馴
染
み
深
い
。
世
界
で
最
初
に
商
用
化
し
た
移
動
体
通
信
シ
ス
テ
ム
は
一
九
七
九
年
電
電
公
社
に

よ
る
自
動
車
電
話
だ
っ
た
。
電
子
機
器
が
自
動
車
の
ト
ラ
ン
ク
一
杯
詰
ま
っ
て
い
て
、
携
帯
電
話
と
は
程

遠
か
っ
た
。
一
九
八
三
年
米
国
の
モ
ト
ロ
ー
ラ
社
で
も
開
始
さ
れ
た
。 

 

こ
の
段
階
で
は
一
本
一
本
電
線
で
繋
が
っ
て
い
る
電
話
機
を
戸
外
で
自
由
に
使
え
る
要
望
だ
。
さ
ら
に
、

従
来
の
電
話
線
で
送
ら
れ
た
音
声
を
電
話
局
に
あ
る
交
換
機
を
経
由
し
て
相
手
に
送
る
仕
組
み
に
対
し

て
、
同
時
代
に
進
行
し
た
革
命
的
な
進
歩
は
音
声
を
細
か
い
デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
に
変
換
し
て
、
送
受
の
番

地
を
付
け
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
送
り
、
こ
こ
で
元
の
信
号
に
復
元
し
て
相
手
に
届
け
る
方
式
だ
。
こ
れ
な

ら
固
定
電
話
の
接
続
の
電
話
線
を
不
要
に
し
た
だ
け
で
な
く
、
電
話
局
内
部
の
構
造
も
同
時
に
変
え
て
し

ま
っ
た
。 

 

ま
た
、
電
話
の
通
信
は
送
信
側
と
、
受
信
側
が
同
一
規
格
で
、
同
一
な
信
号
形
式
で
な
け
れ
ば
信
号
が

通
じ
な
い
。
こ
の
た
め
の
世
界
の
統
一
規
格
を
決
め
る
の
が
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
標
準
化
の
役
割
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
進
歩
の
段
階
を
世
代
（G

e
n
e
ra

tio
n

）
の
頭
文
字
を
取
っ
て
、
３
Ｇ
と
か
、
４
Ｇ
と
称
し
、
現
在
５

Ｇ
か
ら
６
Ｇ
を
議
論
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
Ｌ
Ｔ
Ｅ
の
父
を
称
さ
れ

て
い
る
尾
上
氏
で
あ
る
。 

 

こ
の
分
野
は
将
来
的
に
、
未
使
用
な
通
信
容
量
の
多
い
高
い
周
波
数
を
利
用
の
開
発
や
、
電
信
柱
や
、

屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
端
末
に
加
え
て
、
需
要
に
応
じ
て
ド
ロ
ー
ン
や
、
低
高
度
の
衛
星
を

使
っ
て
、
利
便
性
の
向
上
の
達
成
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

今
や
、
ス
マ
ホ
と
し
て
、
日
常
の
機
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
恩
恵
は
我
々
の
み
な
ら
ず
、
途

上
国
が
大
き
く
受
け
て
い
る
。
即
ち
、
従
来
な
ら
電
話
局
か
ら
各
家
庭
に
電
話
線
を
張
っ
て
い
た
の
を
、

地
域
に
一
本
ア
ン
テ
ナ
立
て
れ
ば
、
広
い
範
囲
で
通
話
が
可
能
に
な
る
。
た
だ
、
他
国
か
ら
詐
欺
の
指
令

に
使
わ
れ
た
り
、
為
政
者
の
思
惑
で
心
無
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
他
国
に
手
軽
に
送
る
な
ど
負
の
使
い
方
を
し

て
も
ら
い
た
く
な
い
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